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（１） Higgins, E. T. の自己不一致理論

（２） 統合失調症のドーパミン仮説

Ⅳ期

人は、現実自己が、理想自己あるいは義務自己と不一致の状態では不快感情が生
じ、一致した状態を達成するよう動機づけられていると考える理論で、自己について
も本人の視点と、重要な他者の視点が想定され、6つの自己表象が想定されている
ことが特徴である。また、どの自己間に不一致が生じているかによって生じる不快感
情は異なるとされている。

脳内の過剰なドーパミンが統合失調症などの精神疾患の幻覚・妄想などの陽性症
状を引き起こしているとする仮説。抗精神病薬の多くは薬理作用として抗ドーパミン
作用を持っている。しかし最近では、グルタミン酸やセロトニンなどドーパミン以外の
神経伝達物質の異常も発症のメカニズムに関与していると考えられている。
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